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一

川

合
成
繊
維
、
合
成
ゴ
ム
、
合
成
洗
剤
、
－
モ
ン
、
キ
ニ
l
永
、
も
ル
ヒ
ネ
、
コ
ー
チ
ゾ
ン
、
ス
ト
レ
プ
ト
い
、
農
作
靭
、
林
産
物
の
熔
殖
を
助
け
て
い
る
・

m

J

む

S
F
i
u
’’

E

窒
素
肥
料
、
塗
料
、
薬
品
、
そ

Z
5
3
J
5
2
2どは
そ
の
例
で
あ
る
。

と

の

よ
う

に

き

で

い

望

号

、
湯

量

削

蜂
定

g
a
J
k
f角
↓

り

な

い

物
質
の
生
震
が
可
能
に
な

fそ
の
う一
柔
に
な
い
も
の
ま

5
24日ふ
も
の
を
付
加
価
値
の
高
い
も
の
に
化
成
す
る
．
そ
し
て
そ
れ
川

r
J
i
b
d
d
v
J
1み
れ

（

た

。

そ
レ
て
そ
の
生
産
物
は
、
そ
れ
ぞ
つ
う
に
富
さ
れ
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
y
ク
ス
の
ほ
と
ん
ど
金
在
学
工
業
と
レ
て
国
の
繁
栄
を
高
め
て
い
く
・
雪

量

州

、

，

yH
I
l
l－

‘

ー

ト

1
1
1ザ
れ
衣
食
住
に
密
援
に
関
連
レ、

ま
た
他
都
は
、
天
然
に
存
在
し
な
い
新
物
質
で
あ
る
。
天
然
裏
も
零
イ
タ
リ
ア
の
著
し
い
繁
栄
は
こ
れ
を
高
ず
る
。

川

の
多
く
の
産
業
に
新
し
い
重
要
な
原
材
天
然
染
料
も
、
ま
た
は
天
然
に
停
在
レ
な
い
香
料
や
染
料
の
昔
の
化
学
工
禁
に
お
い
て
は
重
大
な
変
更
な
し
に
作
業
が
川

化
学
は
物
白
木
替
市
養
手
L
幅削
レ
い
物
に
す
る
。
エ
ネ
ル
料
と
レ
て
、
豊
富
に
供
給
さ
れ
て
い
る
の
マ
あ
る
二
」
れ
が
大
多
放
が
、
化
学
に
よ
っ
て
合
成
さ
れ
て
い
る
。
廃
物
も
他
数
十
年
も
つ
つ
い
た
も
の
で
あ
った
が
、
最
近
で
は
他
学
研
川

ギ
1
の
王
座
を
占
め
て
い
る
石
油
は
、
い
ま
や
化
学
工
業
の

現
在
化
学
工
業
の
う
ち
で
花
々
レ
く
発
展
レ
つ
つ
あ
る
石
油

学
に
よ
っ
て
璽
裂
物
質
に
変
わ
る
。
た
と
え
ば
都
市
ガ
ス

究
の
、進
歩
子
早
く
な
U
、
他
学
操
作
や
装
置
の
寿
命
比
数
年

川

化
学
工
業
で
あ
る
。

守

や
製
鉄
用
コ
ー
ク
ス
製
造
の
さ
い
の
コ
ー
ル
タ
ー
ル
は
、
染
と
な
M
U
、
と
き
に
は
年
ご
と
に
改
良
を
加
え
な
げ
れ
ば
な
ら
川

…

f事
号

車

3

務

…

、

1
1
i
i
l
i
l
i－
－

l
i
l
i－
－

i

J
な
く
な
っ
た
。
た
と
え
ば
叉
然
繊
維
は
化
学
霊
に
お
び
や
附

難

襲

撃

彩

、

了

三

、
朝

1
4司
1
4司
J
唱
）
噂
）
4
1
J覇
。

／

民

量

管

か

さ
れ
、
化
議
維
の
レ

IL

議
議
離
にで
開
新
初
演
ト
の
国
M
品
川
刈
鶏
機
長
芸
品

…
嘉
数
機
器
輸
叫

Y
B
i
F康
弘
｛
｛
F
h
F
S
ρ

鱒
密都内訪日山

uur

…j
義

母
河
川
魁

g師
、
＼パヘ
v
怯

H

一一

j

ム

た

な

か

よ

し

お

白

4醐
輯
購
噛
可

113
ふ
紛

れ

…

「

1
1
1
1
11
田

中

芳

雄

i自
宅

要

素

ゴ

ム

は

き

た

川

4
』
追
わ
れ
、
合
成
ゴ
ム
の
S
B
R
（
ス
チ
レ
ン
・
プ
タ
ジ
ェ
ン
川

M
R
 
－h

…
右
油
ば
か
り
で
は
な
い
旦
あ
ら
ゆ
る
天
然
物
は
他
学
に
よ
料
、
香
料
、
医
薬
な
ど
の
箆
製
原
料
で
あ
る
が
、
百
年
前
は
ゴ
ム
）
の
あ
さ
に
は
、
ス
テ
レ
オ
ゴ
ム
や
エ
チ
レ
ン
・
プ
ロ

川…

－zzh

り
、
人
類
の
援
団
ヰ
ず
る
新
物
質
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
無
用
の
器
削
と
し
て
河
川
に
捨
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
盛
ピ
レ
ン
ま
ム
な
と
が
迫
っ
て
い
る
。
ζ
の
？
あ
に
他
学
研
曲
目
川

震

と

て

も
首
涯
に
進
出
し
弓
言
語
、
原
油
は
こ
木
材
は
そ
り
本
質
の
ま
ま
で
家
屋
、
器
具
の
材
料
と
な
っ
て

硫
酸
パ
ル
プ
廃
紫
色
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
製
造
l
H
1

右
油
化
，
か
ら
工
業
冥
護
て
工
霊
設
が
終
わ
る
九
」
ろ
に
、
新
レ

川

れ
を
蒸
留
レ
て
ガ
ソ
ジ
ノ
、
つ
ン
ロ
燃
料
、

竜

君

な

い

る
が
、
化
学
は
そ
の
木
事
変
え
て
紙
と
レ
λ

レ
ー
ヨ
ン

学
工
業
か
ら
出
る
廃
油
か
ら
は
石
油
樹
脂
を
コ
く
華
料
用
い
技
術

に

よ

主

宰

さ
れ
、
あ
る
い
は
そ
の
工
場
が
早
川

”との
燃
料
に
分
別
レ
、
軍
事
室
争
点
と
な
っ
て
い
と
し
、
襲
撃
紫
（
ア
セ
テ
ー
ト
）

と
レ
、
セ
ル
ロ
イ
ド
や
紙
の
サ
イ
ズ
剤
に
応
用
さ
れ
て
い
る
。
廃
物
は
結
局
、
化
く
も
態

化
に
陥
る
こ
と
さ
え

君
。
と
の
よ
う
な
危
険
は
川

る
が
、
河
日
で
は
原
油
の
軽
質
油
分
（
ナ
フ
サ
）

そ
分
解
レ
と
レ
セ
ロ
フ
ァ
ン
と
す
る
。

学
に
よ
り
次
第
に
こ
の
世
か
ら
消
え
て
い
〈
で
あ
ろ
う
．

外
国
技
術
の
導
入
の
場
合
に
も
あ
り
う
る
。
化
学
研
究
は
、
川

イ
エ
チ
レ
ン
や
プ
ロ
ピ
－V
ン、

早
の
他
の
原
料
ガ
ス
と
し
、

ま
た
化
学
は
、
天
然
物
を
も
合
成
し
二
三
～
は
類
似
物
を
ま
た
化
学
は
、
重
要
な
医
薬
を
合
成
し
て
人
類
の
寿
命
を
た
え
ず
新
物
質
、
新
境
術
を
生
み
な
が
ら
新
陳
代
論
を
早
め

州

ま
だ
右
油
精
製
ム
場
の
路
ガ
ス
を
原
料
む
レ
、
乙
れ
に
幾
段
人
造
ず
る
。
合
成
雲
母
、
石
綿
片
山
間
同
晶
、
A
員
一宝
奇
人
造
延
ば
し
、
伝
染
病
を
防
ぎ
、
家
醤
を
改
良
す
る
。
多

数

の

銭

て

い

く

の

で

あ

る

。

川

君

事

処

理
に
よ
り
A
口
鹿
詰
（
プ
ラ
ス
チ
y
ク
ス
）

、

宝
石
、
人
壁

材
、
食

ゴ
ム
、

謂
味
料
、
去
、
「
ン
、
ホ
ル

察
、
除
草
剤
、
毒
改
良
型
高
レ
て
室
主
量
毒

（
東
大
名
誉
襲
、
撃
は
筆
者）
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予

£gzoohdハ
B
Z多安・
2
4
8
a
mゲ
534z多
2
2
8タ砕す
548gzZJJytaa勿
Z
5
3
2
Zノ
d
z
i
g－
－

j
i

－z
z

τ

乞

－

－

－

－

z
・・・・
2
2
2
s
・2
2
5
s
z
z
z
a
－－・
4
u
u

〆

’

，

ろ
経
世
済
民
に
従
事
レ
幕
末
の
喜
七
、
会
の
日
消
戦
争
の
ζ
ろ
＠
主
で
あ
っ
た
が
、
襲
撃
集
に
収
め
て
も
あ
る
。
一
言
さ
ん

g苦
汁
墨
田
や

側

、，
s下町
，
A，
）

で
あ
っ
た
経

緊

ら

孝

君
、
自
の
録
中
で
あ
っ
た
か

2
5
5
E、
土

砲

事

2
3
2
2気
軽
感
じ
ら
れ
た

剛

直
μ脚
色

サ

ヨ

什

石
義
務
し
て
や
ま
な
か
っ
を
奪
自
の
午
後
、

李

議

官

寄

与

、

奈

習

に

雪

印

3
5、上田
充

実

容

器

、
産

自

馴

、
河
川
咽

a
J霊
視

、

ら
れ
号

し
た
が
っ
て
患
の
議
出
さ
れ
ょ
っ
と
し
た
と
き
、

思
議
親
友
の
い
ま
は
亡
き
か
っ
露
で
、
患
の
嚢
、
当
時
は
私
た
ち
に
は
初
茸
で
J

附

1
1
1
1
1
11
1
11

が
、
浅
草
の
霊
殿
寺
別
院
に
あ
る
喜
之
助
君
と
ニ
寺
、
土
ス
ケ

γプ
レ

5
警
に
あ
さ
と
こ
ろ
匂
日
本
語
の
担
額
辞
寄
り
先
駆
を
な
左
側

壁
系
統
の
学
者
か
ら
受
り
た
露
よ
り
、
は
る
か
に
早
が
、
と
言
明
治
一
宇
誌
に
は
匂
仏
議
よ
人
が
在
住
さ
お
い
て
能
さ
れ
た
史
雲
議
事
聞
き
に
出
掛
り
た
。
た
名
著
と
し
て
知
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
そ
の
替
の
序
雪
解
剖
州

か
つ
ら
ι
り
、
警
系
統

2
2学
者
か
ら
の
需
の
方
れ
た
は
ず
で
、
私
は
一
環
実
の
学
生
の
と
き
、
向
島
の
し
か
に
右
文
左
践
で
、
あ
え
て
コ
ツ
コ
ツ
と
逃
げ
た
卑
劣
な
し
て
、
士
宮
レ
て
額
学
的
な
エ
チ
モ
ロ
ジ
カ
ル
な
研
究
の
川

が
肝
銘
が
深
大
で
あ
J

た
の
は
、
自
然
だ
一一
そ
の
申
聞
に
位
実
母
の
住
居
か
ら
、
木
郷
の
学
祭
に
往
復
す
る
中
間
で
～
そ
銀
鉾

（ふ
る
ま
い
）
で
は
な
く
、
む
レ
ろ
意
気
揚
々
た
る
慰
安
旨
を
論
曲
目
鈎
閲
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
煩
雑
（
は
ん
ざ
川

？
の
別
院
の
誌
を
ぬ
け
て
、
暑
の
お
著

書

レ
た
ζ
と
度
で
あ
っ
弓
そ
の
お
り
の
護
の
第
一
躍
、
考
古
学
的
つ
医
学
る
こ
と
な
く
、
と
く
に
私
を
し
て
啓
饗
け
い
も
川

“

力

ッ

ト

・

沢

宏

靭

…

r

、

ハ

、

／

／

う
）
レ
、

か
つ
型
付
け
、
そ
の
後
、
一
年
有
余
に
し
て
、
川

i
j
i
l

－－
j
i

i

’

…

麗

喝

－

t
a
w－司

a
y
A曙
1
4司
2
e
1
4警
官

aa麗

N
7
ぺ

、

閉
治
二
十
九
年
九
月
、
帝
求
人
学
、
そ
の
門
下
に
参
じ
、

ペ

側

、九

際

機

総

毅

F
－

…

臨

司

2
』

J
1
1
山川

4

［
》

J
E
J
P一Y
ぺ
堅
3
4醐

A

Y

6

ん
た
つ
を
受
り
て
以
来
、
半
世
杷
に
あ
ま
る
長
年
聞
に
わ
た
川

機
蛾
綿
織
ぺ
ふ
…

仔
仁
険
砂

－、

164白
黒
塑
E

融
司
加
代
っ
平
暴
露
に
8
5は、
ξ
Z
M

一
山

J
m
w舵
W
削
W
榊＼－
t－
…

配
置
国

F
h
F
d
a
h
F
h
F
E
L
F－
弘

F
t
a
F
t晶
臨
圃

μ

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
と
の
図
書
に
は
細
々
と
録
レ
が
た
川

一川

・

！
謂
斜
対
熱
嚇
〈

－

…

一

一

t

い
。
し
た
が
っ
て
、
日
間壇
上
人
や
松
陰
先
生
の
一
一
恵
感
、
な
川

；

・

～

l

一HL

「
1
1
1
1
1
1〆
新

村

z

k古
川

レ

詩
型
ゲ

1
2報
恩
忘
恩
論
に
も
共
鳴
す
る
ゆ
え
ん
で
川

τて、
私
の
一
審
蓄
し
て
レ
ま
っ
た
窪
は
、
新
宮

．

、

l
－

あ
る
。

－

一石
で
あ
っ
号
室
嚢
に
レ
否
、
賀
茂
英
淵
の
ご
と
が
あ
っ
セ
詳
ず
で

ι白
石
会
と
も
称
ず
べ
き
追
震

念

な
東
洋
史
学
賞
し
か
も
接
言
語
学
的
な
震
を
も
と
め
ま
レ

τゃ
、
白
石
の
額

雪

需

を

絞

（
ζ
う
む
〉
宮
川

一く、

州
事
畑
か
ら
成
長
し
た
需
で
あ
っ
た
と
と
は
、
と
く

会
が
あ
っ
て
、
一
二
国
保
光
、
ま
た
関
学
系
統
空
〈
槻
如
館
、
た
越
の
あ
っ
た
一
言
挙
晃
生
で
あ
っ
わ
が
、
思
自
は
、
西
た
私
と
し
て
、
書
伊
勢
の
好
学
賛
同
士
一
長
一
の
記
レ
た
川

一に
指
示
す
る
ま
で
も
な
い
。

文

彦
翁
兄
漏
ら
も
参
加
し
、
名
事
室
の
出
版
も
を
た
域
地
方
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ャ
文
聞
の
虚
（
ζ
ん
）

跡
、
と
か
思
議
と
題
担
、
人
一
物
月
旦

言
、
白
石
喜
一
む
来
川

「
白
語
、
つ
と
に
嬰
の
父
兄
が
崇
殺
し
た
史
学
者
で
あ
こ
と
は
、
少
量
に
知
る
に
い
た
ミ
そ
ん
な
経
過
で
、
称
す
る
私
た
ち
に
は
翌
の
テ
l
マ
。
揮
は
、
西
欧
留
学
歴
ま
た
名
華
客
ど
を
述
べ
て
、
多
少
会
議
さ
せ
た
剛

一
宮
た
。
義
京
協
の
白
木
外
在
、
皇

議

案

提

白

石

患
者
の
片
定
義
す
る
L
と
な
く
し
て
、
一
高
の
か
ら
照
明
ほ
や
ほ
や
の
実
文
科
宗
教
授
た
る
よ
回
万
停
車
が
見
定
る
の
を
読
ん
で
、
白
石
の
癖
が
、
真
似
し
た
か

川

一負
う
に
ど
こ
る
州
深
五
九
、
と
少
年
時
伐
の
私
に
指
示
レ
た
木
科
二
年
生
く
ら
い
に
な
っ
て
、
ひ
た
す
ら
筒
学
、
ζ
と
に
先
生
の
「
雷
館
学
者
と
レ

τの
新
井
白
石
」
と
題
し
た
、
申
け
で
も
な
く
、
い
つ
し
か
伝
染
レ
た
の
か
と
思
っ
て
自
笑
も
川

？の
が
最
初
で
め
っ
屯
怒
ら
何
ら
白
石
の
名
古

Z
R
Yツ
簡
の
学
修
に
つ
と
め
、
博
言
学
、
い
ま
の
雪
語
学
に
さ
ば
思
議
で
あ
っ
た
。
史
学

警

記

載
っ
た
と
毒
さ
れ
る
。
号
訴
禁
の
記
」
に
詳
記
し
た
い
も
の
一
川
～

モ
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
一
政
治
に
関
係
し、

経
済
、
む
レ

、向
か
っ
て
進
む
用
意
志
つ
つ
あ
っ
た
と
と
ら
、
明
治
二
十
ぼ
え
る
が
、
先
生
の
名
著
た
る

「国
鱈

2
2参
ず
る

金
（
お
わ
＆
ハ
京
大
名
誉
教
授
、
撃
は
雲
）

訓一

、『〆
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日
本
文
学
界
応
新
風

上
演
レ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
ζ
れ
が
た
切
で
は
な
か
ろ
う
か
。

げ
て
い
た
。
そ
の
後
、
大
正
十
四
年
一

な
動
作
で
、
独
特
な
舞
台
様
式
に
ま
と
ル
が
夏
川
静
江
、
夫
に
な
っ
た
友
田
凝

ら
八
月
二
十
九
日
は
、
一
八
六
ニ
マ
1
テ
ル
リ
ン
ク
劇
の
日
未
で
の
一
ご
の
持
の
「
内
部
」
は
失
敗
て
そ
月
末
に
築
地
小
劇
場
で
も
小
山
内
閣
捕
の
め
あ
げ
た
戯
曲
の
数
々
は
、
誕
生
期
の
助
は
こ
れ
が
初
舞
台
で
あ
る
。
そ
の
後

住
の
ら
日
に
モ
l
リ
ス
・
マ
l
テ

ル

初

の
正
式
な
よ
演
で
あ
ろ
う
（
乙
れ
れ
よ
り
も
と
の
一
二
一
室
内
九
、
策
提
で
「
タ
ン
タ
ジ
l
ル
の
芭
（
青
山
波
新
劇
に
と
っ
て
新
レ
い
魅
万
だ
っ
た
の
大
正
十
四
年
士
一
月
に
、
小
山
内
、
土

リ
ン
ク
が
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ガ
ン
市
で
生
よ
り
前
、
川
上
音
次
麗
郎
が
「
モ
シ
地
精
益
軒
の
一
室
で
行
な
わ
れ
た
村
出
）
「
群
盲
」
（
小
山
内
演
出
）
を
見
だ
ろ
う
J

方
、
杉
山
の
共
同
出
演
で
築
地
小
劇
畏

ま
れ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
百
年
目
に
あ
た
ナ
・
ヴ
ァ
ン
ナ
」
を
上
演
レ
て
は
い
要
の
と
り
で
一

で
の
演
出
の
方
が
た
。
悪
霊
の
息
子
霊
安
ン
タ
ま
た
マ
1
庁
ル
ソ
ン
ク
は
、
動
物
の
が
上
演
レ
た
。
及
川
道
子
の
チ
ル
チ
‘

る
。
一
八
六
二
年
と
い
え
ば
文
久
二
る
が
）

‘

ず
っ
と
印
象
的
だ
っ
た
と
小
山
内
穏
ジ
1
ル
が
印
象
的
だ
っ
た
唱
木
能
ゃ
、
植
物
の
思
押
秘
か
ら
、
魂
の
レ
、
河
村
医
議
の
ミ
チ
ル
O

光
は
山
本

年
で
、
わ
が
国
で
は
森
鴎
外
が
生
ま
れ

芸
術
座
旗
上
げ
興
行
に

は
い
っ
て
い
る
。
「
モ
ン
ナ
・
ヴ
ァ
と
も
か
く
「
群
盲
」
「
ベ
レ
ア
否
世
界
ま
で
思
索
の
閥
怒
る
ば
し
て
い
ん
た
だ
っ
た
レ、

実
修
は
蓄
だ
っ

た
年
だ
。
鴎
外
が
自
分
の
趣
味
と
興
味
し
か
レ
も
っ
と
興
味
が
あ
る
の
は
、
ン
ナ
」
は
、
松
井
須
磨
子
の
ヴ
ァ
ン
メ
ソ
ザ
ン
ド
」
「
タ
ン
タ
ジ
1
ル
の
る
。
そ
の
思
索
の
深
さ
が
、
と
れ
ら
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
二
度
の
上
演
は
い

を
も
と
に
レ
な
が
ら
、
当
時
の
臼
木
文
大
正
二
年
九
月
、
島
村
抱
尺
松
井
須
ナ
、
沢
田
正
一郎
の
プ
リ
ン
ジ
ワ
ル
死
」
あ
た
り
ま
で
の
了
テ
ル
リ
ン
ク
の
戯
曲
に
重
厚
な
陰
影
を
つ
付
て
、－v
ず
れ
も
楠
山
正
雄
の
訳
で
あ
る
。

h

nイ一

学
男
L
適
切
と
思
え
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
磨
子
等
の
芸
術
座

・

－

m一
作
品
を
次
々
と
紹
介
レ
た
中
に
、
も
ち
が
、
そ
の
旗
上
げ

一

瞳

議

髄

醸

鶴

噂

轍

轍

贈

鍋

鶴

蹴

髄

明

錨

噂

議

離

雄

一

最
後
に
、
わ
れ

羽
ば
た
か
ぬ
「
青
い
鳥
」

w一
ろ

ん

ら

周

年

寄
l
テ

ぢ

ン

ク

号

習

訳

一

睡

眠

麗

脳

髄

』

融

関

語

騒

騒

騒

圭

一

、
わ
れ
は
臼
木
の
辞
結
局
「
青
い
き
い
え
ば
量
劇

同
一

も
は
い
っ
て
い
た
。
鴎
外
だ
け
で
は
な
「
モ
ン
ナ
・
ヴ
ァ
一
一

・
闘

醍

醐

輔

醸
蝿

閣

臨

時

醜

翻

晴

樹

監

隅

瞳

蝿

醸

蝿

醜

醐

融

欝

臨

＝

警

で

マ

1
テ
ル
ジ
の
代
表
作
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
牛

舎
揺
れ
初
当
野
市
三
一
盟
問
佳
品
間
関
組
問
鞠
開
盟
組
’一ゎ、言
K
M
U紘
一
訪
韓
民

主
一

ン
、
ス
ト
リ
ン
ド
ペ
ル
ク
以
来
の
自
然

1
テ
レ
J
／
ク
の

一一

E圃
圏
直
盟
副
書
留
櫨
甑
翠
語
圏
劃
繍
留
留
踊
喜
書

ssagsE蘭
富

耳

、＝
ン
ク
な
の
か
メ
l

一

－

J
ー
イ

！

l

d

る
青
い
鳥
が
、
た
だ
本
の
中
に
と

hy

和
一
主
義
の
写
実
劇
に
対
レ
て
、
神
秘
的
な

二
本
立
て
で
の
ぞ

町

’

テ
ル
リ
ン
ク
な
の

一

勾

と
め
ら
れ
て
い
る
ば
か
り
で
、
子
供

哩
一

暗
示
的
な
マ
l
テ
ル
ジ
ノ
ク
の
新
ロ
l

ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
演
劇
史
な
ど
で
乙
れ
は
成
功
だ
っ
た
よ
う
だ
。

－
の
戯
曲
は
、
ど
う
に
も
抵
抗
レ
が
た
い
か
ま
止
ま
ご
す
る
。
こ
れ
は
彼
の
震

目

マ
ン
主
級
官
、
当
時
の
白
木
文
学
界
に
は
、
芸
術
肢
が
純
世
田
富
筋
を
推
進

暗
い
あ
き
ら
め
と
恐
怖

運
命
に
対
す
る
、
暗
い
あ
き
ら
め
と
、
大
の
傑
作
で
あ
る
円
青
い
阜
の
翻
た
ち
の
世
界
に
、
笑
し
い

警

E
L

に
と
っ
て
も
快
い
新
風
と
し
て
感
じ
ら
レ
て
行
く
た
め
U
、
こ
の
欧
州
の
近
伐

・
わ
た
レ
た
ち
が
初
め
て
マ
1
テ
ル
リ

ー恐
怖
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
訳
総
所
有
者
の
若
月
紫
闘
の
本
が
メ
l

た
か
な
い
の
は
、
い
ろ
い
ろ
と
理
由

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

，

劇
の
先
端
的
な
も
の
を
と
り
上
げ
た
の
ン
ク
省

長

レ
た
の
は
、
大
正
十
三

誕
生
期
の
新
劇
に
魅
力

テ
ル
リ
ン
ク
に
な
っ
て
い
宗
ら
で
も
さ
つ
が、

わ
が
闘
の
児
童
文
学
‘

貯
宙
空
小
山
内
黙
の
自
由
だ
と
あ
る
け
れ
ど
も
、
君
主
と
は
年
、
伊
藤
義
、
遠
山
霊
宮
人
形
そ
れ
が
「
ア

2
2
1
2ち
あ
る
。
そ
レ
て
当
然
の
こ
と
に
「
青
い

Eに
児
童
話
の
世
界
の

tc

君
、
そ
の
第
四
国
公
演
豊
田
四
い
え
、
十
日
閣
の
醐
同
行
は
満
員
つ
つ
き
鹿
で
の
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
「
ア
グ

ぢ

よ

主

ン
ナ
・
ヴ
ァ
ン
ナ
」
に
阜
の
訳
本
は
一
種
類
レ
か
な
れ
は
ず

由
を
表
明
レ
て
い
る
よ
う
で
号
J

生
一一

四
年
六
月
・
有
楽
町
幽
）
に
森
林
太
郎
だ
っ
た
と
い
う
の
は
、
一
つ
に
は
こ
の
ラ
ヴ
ェ
l
ヌ
と
セ
リ
セ
ッ
ト
」
で
あ
な
る
と
、
そ
の
恐
れ
を
の
り
越
え
て
、

だ
。
と
こ
ろ
が
、

ζ
の
「
青
い
邑
が

ー
誕
百
年
と
い
っ
て
も
、
ど
こ
で
も

一

訳
「奇
蹟
」
を
、
第
六
回
公
演
（
回
年

（
一
九
一

三
年
）
に
マ
1
テ
ル
リ
ン

る
。
動
き
の
少
な
い
、
暗
示
的
な
、
情
調
知
恵
と
自
由
に
目
ざ
め
て
、
強
く
生
き
最
初
に
上
演
さ
れ
た
の
は
大
正
八
年
、

「

車問い関
口
上
演
の
喝
（
う
わ
さ
）
「

治
凶
五
年
四
月
・
帝
削
削
）
に
、
小
山
ク
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
も
ら
っ
て
い
る
。
末
位
の
ζ
の
剣
は
、
美
レ
い
人
形
の
神

て
行
く
人
盟
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

有
一
栄
一
睡
で
の
新
劇
協
会
の
公
演
で
あ
も
さ
か
な
い
の
は
さ
び
レ
い

。

『

内
議
臥
「
タ
ン
タ
ジ
l
ル
の
亙
を
そ
の
一
一
ュ
4
ス
・
バ
リ
ュ
ー
A
利
用
レ
秘
的
な
動
き
で
夢
の
よ
う
な
効
果
空
白
そ
れ
を
象
徴
的
な
せ
り
ふ
と
、
情
謂
的
る
。
チ
ル
チ
ル
が
水
谷
八
重
子

、

ミ

テ

（

兜

宣

文
学
者
）
『

6
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事
予
三
多

3
2
2
2
g
a
z
z
z，J
2
2多
す
ふ
る
多
弘
引

Z
7
2
B
P引
2
7
2妥
参

2
2
2
2額引
22Z239量

山

崎’
M

l

か
レ
、
そ
れ
に
は
習
慣
や
伝
来
に
支
固
さ
加
減
を
指
摘
さ
れ
、
私
だ
ち
も
同
感
を
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
。
珍
璽
レ
た
い
。

9
2
p
h
r
e
e
）

れ

喜
を
え
な
い
二
」
れ
宮
室

5
4
3
ミ
と
実
と
シ
モ
患
の
還
を
カ
ミ
す
そ
こ
で
一
つ
、
山
川
の
名
義
の
章
、
さ
ら
に
進
ん
で

山

守

Z

．a一
包

T
河

川

ぜ

三

喜

，d
咽

j
刷
d
内

4

a

仁

会

（

き
ま
と
っ
て
困
ら
せ
ら
れ
る
因
留
で
厄
介
ウ
等
の
ご
と
く
濁
る
例
を
も
あ
宅
可
否
普
通
否
吉
国
名
、
こ
と
に
異
国
の
き
蓄
に
関
し
て
一
言
書
い
て
お
側

－
司
・
4

4

4

・

千

万
な
音
韻
法
だ
。
勝
手
に
類
推
レ
、
一
を
除
駁
さ
れ
た
。
東
京
の
小
石
川
区
を
コ
イ
ジ
ガ
ワ
と
地
方
き
た
い
。
京
都
の
カ
モ
ガ
ワ
、
江
戸
東
京
の
ス
ミ
ダ
一ガ
ワ
や
刷

1
1
1
1
1
1
1
1
を
も
っ
て
他
号
、
勝
手
に
は
で
き
な
人
に
底
れ
奈
良
に
似
た
穏
繁
ど
を
い
。
古
い
エ
ド
ガ
ワ
、
＝
一
条
四
条
の
オ
l
ハ
シ
と
コ
パ
シ
、
東
寒
川

書

芸

2
台
！
と
の
俗
諺
仔
’N
〉
と
い
っ
て
い
仕
さ
た
の
な
の
で
あ
る
。
一例
を
あ
げ
て
み
る
な
弘
、
大
キ

3
3文献
に
は
、

露

を
ナ
ン
ガ
サ
キ
と
器

局
面
に
と
、
ち
郷
土
の
名
莞
る
ア
ズ
マ
パ
シ
、
ゥ
マ
ヤ
パ
シ
、

酬

も
よ
い
霊
的
な
表
現
の
出
器
、
い
ま

だ

自

民
た
さ
阪
を
オ
l
ザ
カ
と
古
く
連
濁
し
た
妻

は
、
十
五
、
・
歪
紹

霊
園
レ
た
の
は
、
わ
か
る
け
れ
と
、
ナ
ガ
ザ
キ
と
レ
た
つ
つ
リ
ョ
l
ゴ
ク
パ
シ
、
と
ん
で
霊

安

l
ハ
シ
等
々
、
主
川

な
い
が
二
と
で
は
、

国
語
に
お
け
る
豊
島
貫

ス
ム
と
の
戦
国
時
怒
ら
徳
川
治
政
時
何
に
か
け
て
の
キ
ジ
ゾ
タ
ン
り
は
見
た
こ
と
が
な
い
。
査
を
オ
l
ザ
カ
と
秘
し
た
こ
と
ぞ
れ
慣
用
不
可
侵
で
あ
る
。

さ
て
そ
れ
か
ら
日
本
の
山
陰
山
川

．．
． 
J
 ．．
 
引
い
同
．．
． 
ぷ
・
・
2

・
・
…
姦
に
散
号
、
ま
た
わ
れ
ら
古
老
格
の
吾
な
い
レ
器
J

客
無
は
－
一
覆
李
の
議
宍
近
松
な
り
一
餓
な
り
の
陽
の
併
称
た
る
申
恵
三
l
ゴク、

ぉ
号
、

リ
ン
ゴ
ク

川

の
中
国
は
チュ
l
ゴ
ク
、
勝
国
は
む
ろ
ん
窓
濁
せ
ず
に
カ
ン
川

i

・

2
1震，
f
J
b
込

‘

山

川
磁
蝦
曹
轟
轟
臨
臨
輯
臨
噂
鰻
臨
輯
盟
臨
揖
甑
儲
蝿
臨
臨
躍
顎
蹟
滋
麗
醗

？

／

コ

ク
と
よ
む
べ
き
は
当
然
、
ど
れ
も
盟
国
別
字
の
替
還
付
馴

…

ν為
桝

務

機

務

総

機

…

喝

E
1舗
鞘

町

耽

鋪

欝

伊

れ

蝿

趨

ピ

主

婦

む

作

る
必
雰
ら
く
る
。
鋭
敏
喜
感
か
ら
く
る
回
避
作
担
、
酬

額
約
：

J
露
隣
町
1
…

1

静
止
“
臨
瞬
静
説

mE鶴
酔

m
U髄
麗
炉
ヲ
Z恥
摺

4
の

し

た
が
って
薬

害

事

て

は

ソ
速
の
名
に
児
る
ま
川

…
鱒
斜
憐
同
封
思
議
議
4
1
1
…

、

司

聞

欝

冨

弘

翻

錨

摺

野

富

島

趨

鶴

野

富

昆

蝿

趨

器

欝

掴

臨

麗

伽

V

f

で
、
ゴ
ク
な
る
逮
濁
は
、
自
然
ま
た
人
為
の
淘
一
次
（
と
う
川

…
材
攻
効
尚
附
的
成
騒
鋪
観
階
級
山

ー

＝

｛

A

た
）
に
よ
っ
て
円
滑
に
避
け
ら
れ
て
あ
古

川

…
d
級
協
円
前
編
機
後
F

一

r
i
l
l－
－

1新

，村

‘

出

か
よ
う
菌
想
や
反
省
主
ふ
と
さ
ら
に
広
汎
に
視
野
川

一

議

務

総

勢

ノ

i
…

を

ひ
ろ
げ
て
ゆ
く
と
、
蓄
な
り
連
濁
な
皇
、
奈
の
古

川

一

ノザよ円
ir－－

…
初
中
期
そ
だ
ち
の
東
京
人
に
は
往
々
茸
に
レ
た
さ
」
ろ
な
り
原
版
本
に
徴
レ
荏
口、
そ
の
フ
リ
ガ
ナ
害
事
官
、
直
ち
奥
李
告
な
じ
、
重
現
伐
の
文
書
を
、

普
雲

白

川

帽子山．

E
．佐
ぶ
U
佐

い
引
が
れ
r

．
F
だ
が
、
あ
る
い
は

現

在

最

夏

、
も
レ
く
は
近
議

’に
わ
か
る
は
ず

2
2、
白
木
を
一

一

多

量

販
者
な
お
、
勝
記
録
ま
ま

2
8主
観
的
意
を
馴

穏
や
フ
ラ
主
要
ど
に
も
、
動
盟
会
く
還
し
て
日
ぎ
を
と
に
は
、
今
一〈
滅
絶
レ
た
か
、
あ
る
い
は
新
レ
い
類
推
文
献
に
照
色
て
、
橋
の
名
の
う
ポ
ン
パ
シ、

包
戸
雲

も
っ
て
み
だ
り
に
濁
っ
た
り
消
ん
だ
り
、
無
知
無
自
覚
に
、
川

蓄
に
お
け
奇
場
合
と
は
同
じ
で
は
な
い
が
、

類
似
な
の
法
に
よ
る
警
現
象
て
ザ
カ
と
よ
む
老
人
旅
は
な
い
の
か
の
－
一
ホ
ン
栂
と
の
翠
棋
を
お
も
し
ろ
く
合
点
レ
た
こ
と
が
あ
る
い
は
正
否
を
知
ら
ず
蹴

C
〉
色
ず
過
ご
す
蓄

が
、

州

て

吾
妻
の
資
に
供
与
を
。
ま
あ
他
山
の
石
と
レ

じ
ら
と
疑
惑
も
あ
る
。
あ
号
夫
嘩
版
の
日
砲
事
、
後
年
パ
ミ
ス
が
編
集
改
と
と
語
感
震
を
大
切
に
す
パ
き
詩
歌
俳
句
な
ど
の
場
合
酬

て
ほ
か
U
。

喜
の
ハ
高
さ
ん
は
、
昨
年
そ
去
の
連
濁
例
の
適
否
を
修
レ
た
仏
駅
版
な
ど
を
見
る
と
、
白
木
を
ニ
ッ
ポ
ン
と
ニ
フ
に
宮
れ
る
の
が
、
芸
私
た
ち
の
還
を
し
げ
き
す
司
令
制

目
本
館
で
は
、
古
器
産
と
レ
て
、
｝棄
の
翠
園
芸
さ
ん
み
レ
、

詮
議

（
せ
ん
さ
し
て
謡
音
は
や
包
と
題
オ
ン
と
の
両
方
に
出
し
、
白
木
紀
な
る
古
典
に
対
し
て
も
、
そ
の
際
の
道
警
は
や
金
て
ほ
し
い
も
り
だ
と
、
気
に
か
川

潤
と
称
レ
、

ニ
鰐
の
道
援
の
場
合
に
1

害
一
語
の
嬰
思
－
一
し
た
随相官官
「
当
世
間
聞
も
ど
き
」
（
申
央
公
論
社
版
）
の
中
－
ヲ
ボ
ン
ギ
お
よ
び
ニ
フ
ォ
ン
ギ
、
す
な
わ
ち
－
一
ホ
ン
ギ

か

る

の

で

あ

る

。

川

一

ゴ
ジ
う
る
な
宍
ぞ
れ
を
ニ
ゴ
ル
む
を
連
濁
と
称
す
る
。
レ
に
、
広
く
由
民
聞
の
地
名
等
に
お
り
る
連
濁
現
叙
の
耳
ざ
わ
り
の
ニ
ヵ
所
に
出
し
て
あ
る
始
末
。
ζ
れ
も
他
山
の
石
と
レ
て
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